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ホ
タ
ル
は
初
夏
の
風
物
詩
で
あ

る
。
先
日
、
福
井
県
ホ
タ
ル
の
会
か

ら
「
螢ホ

タ
ル」

と
い
う
研
究
会
誌
が
届
け

ら
れ
た
。
こ
れ
に
は
、
昨
年
六
月
の

福
井
県
下
（
奥
越
か
ら
小
浜
ま
で
の

約
三
十
地
区
）
に
お
け
る
ゲ
ン
ジ
ボ

タ
ル
・
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
の
発
生
状
況

調
査
結
果
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
調

査
し
た
の
は
福
井
工
大
の
草
桶
秀
夫

先
生
・
同
校
博
士
課
程
の
学
生
と
ホ

タ
ル
の
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。
こ

の
結
果
を
見
る
と
、
六
月
二
十
二
日

の
夜
八
時
半
に
南
今
庄
の
鹿
蒜
川
で

観
測
し
た
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
三
千
頭
以

上
は
、
他
の
地
区
に
比
べ
断
然
ト
ッ

プ
の
状
況
で
あ
っ
た
。
今
庄
地
区
で

ホ
タ
ル
の
生
息
状
況
に
詳
し
い
小
山

喜
一
氏
（
社
谷
）
に
先
日
現
地
を
案

内
し
て
頂
き
、
毎
年
六
月
十
日
か
ら

二
十
日
頃
に
か
け
上
新
道
〜
下
新
道

〜
南
今
庄
〜
か
ひ
る
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

近
く
ま
で
の
鹿
蒜
川
両
岸
四
㎞
以

上
に
わ
た
っ
て
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
大

乱
舞
が
見
ら
れ
る
と
の
お
話
を
聞
い

た
。
堤
防
も
比
較
的
整
備
さ
れ
、
子

ど
も
連
れ
で
も
ホ
タ
ル
狩
散
策
が
楽

し
め
る
ル
ー
ト
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、
ホ
タ
ル
は
古
く
か
ら
日
本

人
に
愛
さ
れ
て
き
た
。
奈
良
時
代
の

日
本
書
紀
（
七
二
〇
）
に
「
彼
地
に

は
螢
火
光
る
神
多
く
あ
り
」
や
平
安

時
代
の
紫
式
部
の
源
氏
物
語
に
「
源

氏
、
螢
の
光
を
借
り
て
玉タ

マ

鬘カ
ズ
ラの

容
姿

を
示
す
」
と
あ
る
。

　

ホ
タ
ル
の
語
源
は
火ホ

タ
レ垂

。
火
を
ホ

と
呼
ぶ
は
、
火ホ

の
気ケ

・
火ホ

エ枝
な
ど
も
。

英
語
も
同
じ
よ
う
に
フ
ァ
イ
ア
フ
ラ

イ
（
火
の
ハ
エ
）
で
あ
る
。

・
恋
蛍
暗
き
水
面
に
火
を
燃
や
し

―

今
村
和
夫―

　

最
近
、
農
薬
や
融
雪
剤
の
影
響
で

ホ
タ
ル
が
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
所
が

多
い
。
特
に
里
田
近
く
に
生
息
す
る

ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
が
絶
滅
に
近
い
の

は
、
ホ
タ
ル
の
餌
と
な
る
カ
ワ
ニ
ナ

（
タ
ニ
シ
を
ス
リ
ム
に
し
た
よ
う
な

巻
貝
）が
汚
染
に
弱
い
か
ら
だ
ろ
う
。

川
水
を
守
れ
ば
幻
想
的
な
蛍
火
で
人

の
心
も
癒
さ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
ご

自
分
の
家
の
近
く
の
川
や
庭
で
ホ
タ

ル
を
生
息
さ
せ
た
い
人
に
は
「
ホ
タ

ル
を
飛
ば
そ
う
ー
村
上
光
正
著
」
を

推
薦
し
た
い
。（
南
条
図
書
館
）

・
幻
の
蛍
と
な
り
し
蛍
川

―

山
本
千
代―

（
・
俳
句
は
俳
句
歳
時
記「
昆
虫
」よ
り
）

増
澤 

善
和

伝えたい

　

北
陸
の
宿
場
町
だ
っ
た
今

庄
地
区
今
庄
に
は
、
今
も
造

り
酒
屋
や
商
店
な
ど
当
時
栄

え
た
時
代
の
町
屋
が
そ
の
面

影
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
、
京
藤
甚
五
郎

家
は
、
町
が
建
物
、
敷
地
全

て
の
寄
付
を
受
け
、
町
の
資

産
と
し
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

天
保
年
間
の
造
り
酒
屋　

京
藤
甚
五
郎
家

【
う
だ
つ
の
上
が
っ
た
古
い
家
】

　


